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加えpH statにて酸産生活性をpH 7.5で10分間モニタリングした。その後，2DG (0.05-5 mM) およびDCA (1 
- 30 mM) を添加し，さらに20分間モニタリングした。添加前後の１分間あたりの平均酸産生量から薬剤添加
による抑制率を求めた。さらに，HSC-3については，2DGおよびDCAのglucose代謝への影響を，CE-TOFMSを















析から，2DG では解糖系が抑制される可能性が認められた。一方，DCA では 解糖系－乳酸代謝経路から解糖
系－クエン酸回路経路への代謝経路の変換をみとめ、これはがん細胞の“代謝的正常細胞化”をもたらす可能
性が示された。 
 
 
